
●
中
国
の
ア
フ
リ
カ
攻
勢

　

中
国
は
世
界
の
原
油
貿
易
の
一
割
、

鉱
産
物
貿
易
の
四
分
の
一
を
吸
収
す
る

世
界
最
大
の
資
源
輸
入
国
で
、
そ
の
輸

入
量
は
経
済
成
長
に
と
も
な
っ
て
年
々

急
速
に
増
大
し
て
い
る
。
世
界
中
で

も
っ
と
も
急
迫
し
た
資
源
調
達
要
請
に

直
面
し
て
い
る
わ
け
で
、
中
国
の
新
し

い
ア
フ
リ
カ
政
策
も
ま
た
資
源
獲
得
を

軸
線
に
据
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。

　

自
身
が
産
油
国
で
あ
り
な
が
ら
中
国

は
一
九
九
五
年
に
石
油
の
純
輸
入
国
に

な
っ
た
。
こ
の
年
中
国
石
油
天
然
気
集

団
公
司
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
が
ス
ー
ダ
ン
の

油
田
権
益
を
取
得
し
て
い
る
。
中
国
が

最
初
に
手
に
入
れ
た
ア
フ
リ
カ
の
資
源

権
益
だ
っ
た
。
翌
九
六
年
に
江
沢
民
国

家
主
席
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
歴
訪
し
、

ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
（
現
ア
フ
リ
カ
連

合
）
で
二
一
世
紀
に
向
け
た
中
国
ア
フ

リ
カ
関
係
の
強
化
を
訴
え
て
い
る
。
九

九
年
に
は
中
国
有
色
金
属
工
業
総
公
司

が
ザ
ン
ビ
ア
の
銅
鉱
山
に
進
出
し
た
。

　

ス
ー
ダ
ン
は
一
九
九
三
年
に
ア
メ
リ

カ
か
ら
テ
ロ
支
援
国
家
に
指
定
さ
れ
、

欧
米
企
業
は
撤
退
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ザ

ン
ビ
ア
で
は
基
幹
産
業
で
あ
る
銅
鉱
山

の
民
営
化
が
、
な
か
な
か
買
い
手
が
つ

か
ず
難
航
し
て
い
た
。
中
国
は
そ
の

ニ
ッ
チ
に
進
出
し
た
わ
け
だ
が
、
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
よ
い
買
い
物

だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
ス
ー
ダ
ン
で

は
そ
の
後
ダ
ル
フ
ー
ル
紛
争
が
お
こ

り
、
政
府
に
よ
る
住
民
虐
殺
に
中
国
が

加
担
し
て
い
る
と
い
う
国
際
社
会
の
非

難
を
生
ん
で
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
ま
で
発
展
し
た
。

ザ
ン
ビ
ア
の
銅
鉱
山
で
は
、
お
そ
ら
く

収
益
性
の
悪
さ
が
遠え

ん

因い
ん

と
な
っ
て
労
使

対
立
が
絶
え
ず
、
現
地
従
業
員
の
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
反
中
感
情
を
醸
成
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
中

国
で
は
こ
の
程
度
の
権
益
に
し
か
ア
ク

セ
ス
で
き
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

江
沢
民
の
ア
フ
リ
カ
訪
問
以
後
中
国

は
対
ア
フ
リ
カ
戦
略
の
策
定
に
と
り
か

か
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ア
フ
リ
カ
の

閣
僚
を
北
京
に
招
待
し
て
「
中
国
ア
フ

リ
カ
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ

Ｃ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
は

三
年
毎
に
、
中
国
と
ア
フ
リ
カ
交
互
に

会
場
を
移
し
て
開
か
れ
て
お
り
、
昨
年

は
北
京
で
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
5
が
開
催
さ
れ

た
。
二
〇
〇
二
年
に
国
家
主
席
に
就
任

し
た
胡
錦
濤
は
在
任
中
に
計
四
回
ア
フ

リ
カ
を
歴
訪
、
一
八
カ
国
を
直
接
訪
問

し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
ア
フ
リ
カ

の
国
を
訪
れ
た
ア
フ
リ
カ
以
外
の
国
家

元
首
は
史
上
初
で
あ
る
。

　

中
国
は
国
交
を
有
す
る
（
ソ
マ
リ
ア

を
除
い
た
）
す
べ
て
の
ア
フ
リ
カ
の
国

に
大
使
館
を
設
置
し
て
お
り
、
外
相
は

毎
年
最
初
に
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
す
る
慣

行
と
な
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
に
対
す

る
中
国
の
外
交
努
力
は
、
こ
の
よ
う
に

他
国
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

　

毎
回
の
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
を
節
目
と
し
な

が
ら
、
中
国
は
ア
フ
リ
カ
政
策
を
急
速

に
拡か

く

幅ふ
く

し
て
き
た
。
従
来
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

開
発
援
助
委
員
会（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
援
助
方
式
を
と
り
な
が

ら
、
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
拡
大
と
整
備
を
進
め
て
き
た

の
で
あ
る
。
中
国
内
で
は
こ
れ
を
「
中

国
版
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
」
と
し
て
位

置
づ
け
よ
う
と
い
う
意
見
す
ら
存
在
す

る
。
こ
れ
は
、
資
源
を
開
発
し
て
輸
入

す
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

開
発
全
般
を
促
進
し
、
中
国
製
品
の
市

場
と
し
て
育
成
し
よ
う
と
い
う
ア
イ
デ

ア
だ
。
実
際
中
国
の
進
出
は
資
源
分
野

に
限
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
や
各
種
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
国
有
企

業
、
民
間
企
業
が
進
出
す
る
こ
と
を
奨

　

ア
フ
リ
カ
は
い
ま
順
調
な
経
済
成
長
を
謳
歌
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
資
源
高
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

だ
。
し
か
も
、
一
九
七
〇
年
代
の
石
油
価
格
高
騰
時
と
ち
が
っ
て
今
度
は
大
量
の
投
資
が
ア
フ
リ
カ
に
流
入
し

て
い
る
。
産
油
大
陸
、鉱
産
物
大
陸
と
し
て
の
ア
フ
リ
カ
に
国
を
あ
げ
て
最
初
に
注
目
し
た
の
が
中
国
で
あ
っ
た
。

世界の資源外交
特　集

日
中
の
ア
フ
リ
カ
政
策

日
中
の
ア
フ
リ
カ
政
策

― 

東
ア
ジ
ア
の
資
源
安
全
保
障

東
ア
ジ
ア
の
資
源
安
全
保
障 

―

平 

野 

克 

己

資
源
外
交
の
新
展
開

4アジ研ワールド・トレンド No.211 （2013. 4）



励
し
て
い
る
。
中
国
企
業
専
用
の
経
済

特
区
を
各
地
に
造
成
し
、
ア
フ
リ
カ
の

中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
制
度
も
創
設

し
た
。
さ
ら
に
は
、
ア
フ
リ
カ
一
四
カ

国
に
孔
子
学
院
を
設
置
し
て
中
国
語
の

普
及
を
は
か
り
、
お
よ
そ
三
万
人
の
ア

フ
リ
カ
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
ケ
ニ

ア
に
は
中
国
語
・
英
語
・
ス
ワ
ヒ
リ
語

に
よ
る
Ｆ
Ｍ
放
送
局
を
開
設
し
た
。
一

四
カ
国
に
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
、
三

〇
カ
国
に
マ
ラ
リ
ア
対
策
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
た
ほ
か
、
農
業
技
術
者
二
〇
〇

〇
人
、
医
療
技
術
者
三
〇
〇
〇
人
の
養

成
も
約
束
し
て
い
る
。風
力
発
電
、太
陽

光
発
電
、
小
型
水
力
発
電
な
ど
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
支
援
に
も
熱
心

で
、
中
国
製
品
の
浸
透
を
は
か
っ
て
い

る
。
二
〇
一
二
年
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の

首
都
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
に
ア
フ
リ
カ
連
合

（
Ａ
Ｕ
）
ビ
ル
を
建
設
し
て
贈
与
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、か
つ
て
ア
フ
リ
カ

に
植
民
地
帝
国
を
築
い
た
イ
ギ
リ
ス
や

フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
広
範
で
多
様
な
関
係

を
、中
国
は
わ
ず
か
一
〇
年
で
ア
フ
リ
カ

と
の
あ
い
だ
に
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

●
破
格
の
資
金
投
入

　

こ
う
い
っ
た
活
動
を
支
え
て
い
る
の

が
大
量
の
資
金
投
入
で
あ
る
。
商
務
部

対
外
援
助
司
に
よ
る
無
償
援
助
や
無
利

子
借
款
の
ほ
か
、
中
国
輸
出
入
銀
行
、

国
家
開
発
銀
行
、
中
国
銀
行
、
中
国
工

商
銀
行
、
中
国
建
設
銀
行
、
中
国
ア
フ

リ
カ
発
展
基
金
が
競
う
よ
う
に
譲
許
的

資
金
を
提
供
し
て
い
て
、
そ
の
貸
出
額

は
す
で
に
世
界
銀
行
を
上
回
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

　

中
国
の
資
金
援
助
は
完
全
タ
イ
ド
で

あ
っ
て
、
す
べ
て
中
国
企
業
が
受
注
す

る
シ
ス
テ
ム
だ
。
ま
た
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ク

レ
ジ
ッ
ト
や
輸
出
信
用
を
多
用
し
、
原

油
や
鉱
産
物
に
よ
る
現
物
返
済
契
約
が

多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

援
助
し
た
資
金
は
中
国
企
業
の
収
入
と

な
っ
て
回
収
さ
れ
、
長
期
融
資
を
出
せ

ば
出
す
ほ
ど
将
来
の
資
源
輸
入
が
確
保

さ
れ
る
わ
け
だ
。
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
4
で
は

一
〇
〇
億
ド
ル
、
昨
年
の
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ

5
で
は
新
た
に
二
〇
〇
億
ド
ル
の
援
助

融
資
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
す

な
わ
ち
、「
援
助
の
出
し
手
と
受
け
手

が
と
も
に
開
発
途
上
国
で
あ
る
以
上
、

双
方
の
経
済
発
展
に
供
す
る
援
助
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
中
国
流

「
南
々
協
力
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
国
の
援
助
方
式
は
、
貿
易
市
場
の
公

平
性
維
持
を
掲
げ
て
輸
出
信
用
と
援
助

を
峻
別
さ
せ
、
完
全
ア
ン
タ
イ
ド
を
原

則
と
し
て
い
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
方
式
と
は
相
容
れ
な
い

も
の
だ
。

　

な
か
で
も
中
国
の
援
助
が
国
際
社
会

の
耳
目
を
集
め
、
ま
た
中
国
に
と
っ
て

も
っ
と
も
重
要
で
有
望
な
対
象
国
に

な
っ
た
の
が
ア
ン
ゴ
ラ
で
あ
る
。
ア
ン

ゴ
ラ
で
は
一
九
七
五
年
の
独
立
以
来
続

い
て
い
た
内
戦
が
二
〇
〇
二
年
に
よ
う

や
く
終
結
し
た
が
、
戦
後
復
興
資
金
の

目
処
が
た
た
な
か
っ
た
。
戦
時
経
済
を

支
え
て
き
た
石
油
公
社
の
収
支
が
不
明

で
、
財
政
の
透
明
性
が
ま
っ
た
く
欠
如

し
て
い
た
た
め
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
交
渉
が

行
き
詰
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
中
国
が
登
場
し
た
。
二
〇
〇

四
年
に
ア
ン
ゴ
ラ
政
府
は
中
国
と
二
〇

億
ド
ル
の
融
資
契
約
を
結
び
、
こ
こ
か

ら
原
油
大
増
産
と
ア
ン
ゴ
ラ
経
済
の
高

速
成
長
が
始
ま
っ
た
。
中
国
に
と
っ
て

ア
ン
ゴ
ラ
は
い
ま
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

に
次
ぐ
世
界
第
二
位
の
原
油
輸
入
先
で

あ
り
、
中
国
経
済
の
存
続
に
欠
か
せ
な

い
存
在
で
あ
る
。
ア
ン
ゴ
ラ
に
対
す
る

融
資
は
そ
の
後
ど
ん
ど
ん
増
額
さ
れ
、

供
与
総
額
は
す
で
に
一
〇
〇
億
ド
ル
を

超
え
て
い
る
と
い
う
。
中
国
は
ア
ン
ゴ

ラ
に
お
け
る
鉄
道
、
港
湾
、
住
宅
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
請
け
負

い
、
そ
の
た
め
の
資
金
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
国
づ
く
り
そ
の
も
の
に
関
与
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
ア
ン
ゴ
ラ
は
、

中
国
の
支
援
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
新

興
産
油
国
と
い
う
立
ち
位
置
を
使
っ
て

ア
フ
リ
カ
で
は
独
特
の
路
線
を
歩
み
始

め
て
い
る
。
自
国
の
油
田
を
買
い
戻
し

て
い
る
の
み
な
ら
ず
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

油
田
や
製
油
所
の
権
益
を
取
得
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
油
田
開
発
に
も
参
画
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
生
産
仕
様
が
中
国

向
け
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
と
の
理
由
か

ら
中
国
と
の
製
油
所
建
設
契
約
を
破
棄

し
た
。
さ
ら
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
交
渉
を

再
開
し
、
二
〇
〇
九
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら

一
三
億
ド
ル
の
新
規
融
資
を
引
き
出
し

た
。
結
果
と
し
て
中
国
は
ア
ン
ゴ
ラ
の

自
立
を
慫

し
ょ
う

慂よ
う

し
た
の
で
あ
る
。

●
中
国
の
資
源
ビ
ジ
ネ
ス

　

相
手
国
政
府
と
い
か
に
友
好
関
係
を

築
こ
う
と
も
、
民
間
企
業
が
握
っ
て
い

る
資
源
権
益
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
外
交

に
加
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
戦
術
が
要
る
。

　

二
〇
〇
七
年
、
ア
フ
リ
カ
最
大
の
銀

行
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
銀
行
に
中
国
工
商
銀
行
が
二
〇
％
資

本
参
加
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
銀
行
は
世
界
二
九
カ
国
、

ア
フ
リ
カ
一
七
カ
国
に
拠
点
を
も
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
バ
ン
ク
で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ

の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
も
っ
と
も
豊
富
に

有
し
て
い
る
銀
行
だ
。
中
国
工
商
銀
行

の
出
資
額
は
五
五
億
ド
ル
に
の
ぼ
り
、

当
時
は
中
国
最
大
の
ア
フ
リ
カ
投
資
に
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な
っ
た
。
両
行
は
共
同
で
有
望
案
件
の

発
掘
を
進
め
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
に
は
中
国
開
銀
と
資
源

メ
ジ
ャ
ー
の
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
ン
社

が
鉱
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
発
掘
に

関
す
る
戦
略
協
定
を
結
ん
だ
。
二
〇
〇

九
年
に
は
シ
ノ
ペ
ッ
ク
が
ス
イ
ス
の
ア

ダ
ッ
ク
ス
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
社
を
買
収
し

て
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ガ
ボ
ン
、
カ
メ

ル
ー
ン
の
油
田
権
益
を
い
っ
き
に
手
に

入
れ
た
。
同
じ
く
資
源
メ
ジ
ャ
ー
の
リ

オ
テ
ィ
ン
ト
社
と
は
中
国
ア
ル
ミ

（
チ
ャ
ル
コ
）
が
提
携
交
渉
を
も
ち
、

リ
オ
テ
ィ
ン
ト
が
権
益
を
有
す
る
ギ
ニ

ア
の
鉄
鉱
石
鉱
山
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
チ
ャ
ル
コ
が
参
加
す
る
こ
と

で
合
意
し
て
い
る
。ほ
か
に
も
、

中
国
海
洋
石
油
総
公
司
（
Ｃ
Ｎ

Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
は
仏
ト
タ
ー
ル
社
と

共
同
で
ウ
ガ
ン
ダ
の
油
田
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

ガ
ー
ナ
で
は
Ｂ
Ｐ
と
共
同
で
沖

合
油
田
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
い
る
。

　

表
1
は
中
国
の
対
ア
フ
リ
カ

輸
入
と
資
源
依
存
度
を
、
一
九

九
五
年
と
二
〇
一
〇
年
に
つ
い

て
み
た
も
の
だ
。
な
に
よ
り
驚

く
の
は
輸
入
総
額
の
伸
び
で
、

一
九
九
五
年
に
比
べ
て
二
〇
一

〇
年
の
輸
入
額
は
な
ん
と
四
五

倍
に
膨
張
し
て
い
る
。
そ
の
六
五
％
は

原
油
輸
入
で
、
半
分
以
上
は
ア
ン
ゴ
ラ

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の

時
点
で
中
国
は
、
原
油
総
輸
入
の
二

二
％
、鉱
産
物
輸
入
の
八
％
、木
材
の
一

〇
％
を
ア
フ
リ
カ
に
依
存
し
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
額
に
つ
い
て

は
、
中
国
は
欧
米
諸
国
を
次
々
に
抜
き

さ
り
二
〇
一
一
年
に
第
一
位
に
躍
り
出

た
（
図
1
）。
米
中
が
圧
倒
し
て
い
る

の
は
、
ア
フ
リ
カ
産
原
油
が
米
中
に
集

中
し
て
輸
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
し
ア
フ
リ
カ
へ
の
輸
出
額
を

み
る
と
、
中
国
が
お
よ
そ
八
五
〇
億
ド

ル
で
あ
る
の
に
対
し
ア
メ
リ
カ
は
そ
の

半
分
に
も
と
ど
い
て
い
な
い
（
図
2
）。

こ
の
点
に
お
い
て
中
国
の
い
う
ウ
ィ
ン

ウ
ィ
ン
の
関
係
が
中
国
と
ア
フ
リ
カ
の

あ
い
だ
に
は
成
立
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
南
々
協
力
と
い
う
「
ビ
ジ
ネ
ス
＝

援
助
ミ
ッ
ク
ス
」
が
効
果
的
に
働
い
て

い
る
と
い
え
る
。

●
日
本
の
ア
フ
リ
カ
政
策

　

一
方
、
日
本
の
対
ア
フ
リ
カ
政
策
が

変
化
す
る
の
は
二
〇
〇
八
年
の
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
4
）
か
ら

で
あ
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
4
に
よ
っ
て
援

助
政
策
に
官
民
連
携
が
導
入
さ
れ
、
貿

易
投
資
が
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
柱
の
ひ
と
つ

に
な
っ
た
。

　

急
激
な
資
源
高
を
う
け
て
二
〇
〇
六

年
に
経
済
産
業
省
は
「
新
・
国
家
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
」
を
策
定
し
て
い
る
。
二

〇
〇
七
年
に
は
当
時
の
甘
利
経
産
大
臣

が
南
ア
フ
リ
カ
と
ボ
ツ
ワ
ナ
を
訪
問

し
、
そ
の
と
き
の
合
意
に
基
づ
い
て
翌

〇
八
年
、
ボ
ツ
ワ
ナ
に
「
地
質
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ

れ
た
。
実
行
機
関
は
石
油
天
然
ガ
ス
金

属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）

で
、
衛
星
写
真
を
使
っ
て
埋
蔵
資
源
を

探
査
す
る
技
術
を
ア
フ
リ
カ
側
に
提
供

し
な
が
ら
鉱
脈
を
共
同
探
査
す
る
た
め

の
基
地
だ
。
資
源
が
発
見
さ
れ
れ
ば
そ

の
権
益
を
日
本
企
業
に
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
準
備
と
し
て
日

本
は
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
次
々
に
投

資
協
定
を
締
結
し
て
き
た
。

　

探
査
の
最
大
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
レ
ア

ア
ー
ス
で
あ
る
。
レ
ア
ア
ー
ス
は
先
端

産
業
に
不
可
欠
な
投
入
材
で
、
日
本
が

世
界
需
要
の
半
分
を
占
め
る
。
こ
れ
ま

で
中
国
か
ら
の
輸
入
に
全
量
依
存
し
て

き
た
が
、
中
国
が
輸
出
を
規
制
し
始
め

た
こ
と
か
ら
価
格
が
高
騰
し
て
い
た
。

二
〇
一
〇
年
に
尖
閣
諸
島
事
件
が
起

こ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
中
国
は
レ
ア

ア
ー
ス
の
対
日
輸
出
を
と
め
て
外
交
手

段
に
使
お
う
と
し
た
。
日
本
は
中
国
に

か
わ
る
供
給
地
を
早
急
に
み
つ
け
だ
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
に
迫

ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
、

ニ
ッ
ケ
ル
と
コ
バ
ル
ト
を
採
掘
し
精
錬

し
て
日
本
や
韓
国
に
輸
出
す
る
と
い
う

「
ア
ン
バ
ト
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

着
工
し
た
。
こ
れ
に
は
住
友
商
事
が
二

七
・
五
％
資
本
参
加
し
て
い
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
て
い
る
。
韓
国
の
資
源
公
社
コ

レ
ス
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
引
き
込
ん
だ

の
も
住
友
商
事
だ
。
完
成
す
れ
ば
世
界

の
ニ
ッ
ケ
ル
供
給
の
三
・
八
％
、
コ
バ

ル
ト
供
給
の
八
・
三
％
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

倍
増
す
る
と
い
う
巨
大
事
業
で
あ
る
。

表1　中国の対アフリカ輸入
1995年 2010年

額（100万ドル） 依存度（％） 額（100万ドル） 依存度（％）
総輸入 1,423 1.1 63,495 4.6
燃料 265 5.2 41,475 22.0
鉱産物 257 13.0 8,864 8.2
　鉄鉱石 132 10.7 4,687 5.9
　銅鉱石 0 0.0 478 3.8
　マンガン鉱 64 60.9 1,252 44.8
　鉛鉱 0 0.0 199 8.3
　クローム鉱 33 16.5 875 36.5
　チタニウム鉱 0 0.0 25 9.9
　タングステン鉱 0 0.0 7 14.5
鉄鋼 5 0.1 1,164 4.6
銅製品 26 1.3 4,087 8.9
プラチナ 4 37.8 1,555 33.0
ダイヤモンド 36 26.8 787 19.7
タバコ 20 5.7 162 20.5
木材 91 5.8 1,208 10.8
（出所）World Trade Atlasのデータから作成。
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と
こ
ろ
が
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
二
〇
〇

九
年
に
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
ア
フ
リ
カ
の
政
治
リ
ス
ク

に
直
撃
さ
れ
た
。
昨
年
よ
う
や
く
ニ
ッ

ケ
ル
の
搬
出
が
始
ま
っ
た
が
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
情
勢
は
い
ま
だ
に
予
断
を
許
さ

な
い
。

　

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
火
力
発
電

用
の
燃
料
輸
入
が
急
増
し
、
日
本
の
貿

易
収
支
は
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
。
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
が
急
が
れ
て

い
る
が
、
近
年
東
ア
フ
リ
カ
沿
岸
で
大

規
模
な
天
然
ガ
ス
田
が
続
々
と
発
見
さ

れ
、
三
井
物
産
も
一
部
権
益
を
も
っ
て

い
る
。
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
天
然
ガ
ス

開
発
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

も
つ
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

● 

資
源
が
結
ぶ
東
ア
ジ
ア
と
ア
フ

リ
カ

　

世
界
最
大
の
資
源
輸
入
国
と
な
っ
た

中
国
と
、
新
た
な
資
源
供
給
地
と
し
て

急
成
長
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
。
両
者
の

関
係
が
深
ま
っ
て
い
く
の
は
、
い
っ
て

み
れ
ば
歴
史
的
必
然
で
あ
る
。
日
本
は

そ
の
中
国
か
ら
調
達
し
て
い
た
資
源
の

新
た
な
供
給
先
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
、
韓
国
も
同
じ
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
は
、
膨
張
す

る
中
国
と
世
界
の
資
源
を
分
ち
あ
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
中
国
に

牽
引
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
東
ア
ジ
ア
と

ア
フ
リ
カ
両
地
域
の
関
係
が
今
後
緊
密

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

今
年
一
月
に
起
こ
っ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
の
人
質
事
件
は
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

の
リ
ス
ク
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し

た
。
中
国
も
二
〇
〇
七
年
に
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
で
技
術
者
が
誘
拐
さ
れ
、
エ
チ
オ

ピ
ア
で
は
シ
ノ
ペ
ッ
ク
の
油
田
探
査
基

地
が
反
政
府
ゲ
リ
ラ
に
襲
撃
さ
れ
て
多

数
の
死
者
を
出
し
て
い
る
。
リ
ビ
ア
政

変
で
は
中
国
の
投
資
サ
イ
ト
が
集
中
的

に
襲
わ
れ
、
中
国
人
居き

ょ

留
り
ゅ
う

民み
ん

三
万
五

〇
〇
〇
人
の
救
出
作
戦
を
決
行
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
に
進
出
す
る
国
や
企
業
は

同
じ
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
安
定
し
た
資
源
供
給
地
を
必
要
と

し
て
い
る
と
い
う
点
で
利
害
を
共
有
し

て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
与
が
地
域

大
で
進
行
し
て
い
く
と
な
れ
ば
、
日
中

や
日
中
韓
で
共
同
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。

　

昨
今
悪
化
し
て
い
る
も
の
の
日
中
、

日
韓
関
係
は
、
東
ア
ジ
ア
を
一
義
的
生

存
圏
と
す
る
日
本
経
済
に
と
っ
て
死
活

的
な
重
要
性
を
も
つ
。
資
源
安
全
保
障

と
い
う
観
点
か
ら
ア
フ
リ
カ
政
策
に
つ

い
て
協
議
し
調
整
し
て
い
け
る
関
係
を

構
築
で
き
れ
ば
、
地
域
全
体
の
安
定
に

も
貢
献
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

（
ひ
ら
の　

か
つ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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図2　対アフリカ輸出

（出所）図1に同じ。

（出所）World Trade Atlasから作成。
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